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 「国立青島大学」という物語 
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 青島の実質的支配者であったドイツ総督府は 1908 年、初中等学校の設立に
次いで、より高次の教育レベルを求めて大学の創立を企図した。古い兵営を

















機関がないまま 10 年近くが過ぎた 1924 年、膠澳商埠総督に就任した高恩洪
（Gao Enhong、1875-1928）は私立青島大学創立に向けて私立青島大学理事会
を組織する。理事会には梁啓超・蔡元培・黄炎培が名誉理事として名を連ね










1929 年 6 月 4 日、南京国民政府行政院第 26 回会議において「国立青島大
学創建議案」が通過し、教育部は省立山東大学と私立青島大学を合併させ国
立青島大学とした。続いて 6 月 12 日、国立青島大学創立準備委員会が組織さ
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9 月 16 日、国立青島大学が開学。当時、北京の清華大学文学院院長でもあっ
た楊振声は、授業や会議と平行して青島大学開学の準備に携わっており、多








1930 年 7 月、青島・済南・北平の 3 箇所に分けて学生募集がなされ、入学
試験が行われた。入学資格は、1 年次入学希望者が日本の中学相当の高級中
学の卒業生或いは大学予科卒業生、2 年次入学希望者が大学本科を 1 年以上
在籍した者とし、第一期生の対象専攻は文学院（中国文学系・外国文学系・
教育学系）、理学院（数学系・物理学系・化学系・生物学系）の 2 学院 7 系で
あった。教育学系は翌年には教育学院（教育行政系・郷村教育系）に拡充さ
れ、3 学院 8 系となる。 
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9 月 19 日、国立青島大学が正式に成立。翌日の 9 月 20 日午前 9 時、大学





























9 月 19 日、国立青島大学が正式に成立。翌日の 9 月 20 日午前 9 時、大学



















































































































   私は大学の教職員の隊伍に加わり、図書館の職員になった。仕事は図書カード
を書くことであった。同時に大学で授業の聴講を続けていた。毎月、私は 30 元稼
いだが、母親に 10 元仕送りをしていた。青島での生活費はひどく高く、手元に残っ








 月給 30 元に関しては、江青の記憶は正しい。『国立青島大学 中華民国二
十一年度教職員録』に拠ると、当時の校長趙太侔が 520 元、教務長であった
杜光塤や図書館長であった梁実秋は 400 元、講師であった沈従文は 150 元、
そして職務「書記」で年齢「二十五」の李雲鶴は 30 元であった。この「書記」
に関しては詳しい記述はないが、他に「図書館事務員」「図書館助理員」とい










































































ん少なくなり、1 年後にはわずか 5 人しか残らなかった。5 人のうち 2 人は聴
講生である」17とある。「21 年」とは民国 21 年、即ち 1932 年を指し、「ある


























































































































1937 年 7 月 7 日の盧溝橋事件勃発を受け、上海の舞台・映画関係者が救国
活動の一環として次々に延安へ向かい出した。李雲鶴もその流れに乗り、7
月下旬に延安入りする。 


























1937 年 7 月 7 日の盧溝橋事件勃発を受け、上海の舞台・映画関係者が救国
活動の一環として次々に延安へ向かい出した。李雲鶴もその流れに乗り、7
月下旬に延安入りする。 








































































































した。1981 年 1 月 13 日、台湾の『中央日報』に梁の数え年 80 歳の誕生日を
祝う記事が載り、その中に次のような件があった。 
 



































                                                        
1 王統照「青島素描」（1934 年 3 月 19 日執筆、初出は『青紗帳』生活書店 1936













書館学会出版 1985 年 3 月）は、明の万暦 6（1578）年に即墨知県に任ぜられた
許鋌が『地方事宜議・海防』の中で「青島」という語を用いたのが、書籍中に
初めて見出せる「青島」の例であると指摘している。 
5 ドイツが清国から青島を租借したのは 1898 年 3 月であるが、前年 11 月 1 日の
山東省巨野県におけるドイツ人宣教師殺害事件を口実に、11 月 14 日にはドイツ
軍が膠州湾に上陸し、清国軍を撤退させていたために、ドイツによる青島支配
は 1897 年からとする記述が多い。 
6 青島守備軍民政署編『新刊青嶋要覧』新極東社出版部、大正 10 年 11 月、泉對
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6 青島守備軍民政署編『新刊青嶋要覧』新極東社出版部、大正 10 年 11 月、泉對
信之助著『青島二年』東海堂書店、大正 11 年 6 月。 
                                                                                                                            
7 楊振声については宮尾正樹「楊振声と『玉君』」（『お茶の水女子大学中国文学会
報』第 7 号、1988 年 4 月）、拙論「楊振声「抛錨」・石華父『海葬』・柯霊『海誓』
をめぐって――恋愛と復讐の変奏」（『お茶の水女子大学中国文学会報』第 32 号、
2013 年 4 月）、「楊振声「搶親」・「報復」と民国期中国の強奪婚――少女は語ら
ない」（『言語文化論叢』（金沢大学外国語教育研究センター紀要）第 18 号、2014
年 3 月）、「楊振声と「五四」 楊振声の「五四」」（『野草』（中国文芸研究会機
関誌）第 94 号、2014 年 8 月）に詳しい。 
8 王桂雲著『青島近代名人逸事』新華出版社 2007 年 10 月、欒玉璽「青島の工業
化と近代教育」（関西学院大学『経済学研究』第 32 号、2001 年）などを参照。
なお、上海同済大学は元ドイツ海軍軍医で医学博士エーリッヒ・パウルン（Erich 
Hermann Paulun、1862-1909）が 1907 年に創立した同済医学堂を前身とした私立
大学。1927 年には国立大学となった。 
9 梁実秋著『談聞一多』伝記文学雑誌社、中華民国 56（1967）年。 
10 『国立青島大学週刊』1931 年 5 月 4 日。この 5 月 4 日という日付は、1919 年
5 月 4 日の五四運動を受けていると見て間違いないだろう。楊振声は五四運動の





代巻）』人民出版社 2008 年、注 8 欒玉璽論文、金以林著『近代中国大学研究』
中央文献出版社 2000 年 2 月、季培剛編著『楊振声編年事輯初稿』黄河出版社 2007
年を参考にした。 
12 江青についての記述は主として、江青口述・常笑石整理『江青自伝』北運河出
版社 2012 年 2 月、R.特里爾著・劉路新訳『江青全伝』河北人民出版社 2003 年
11 月、葉永烈著『江青伝』作家出版社 1993 年 12 月、伊原吉之助「江青の最初
の人生」（『帝塚山大学論集』第 11 号、1976 年 3 月）、「上海時代の江青」（『帝塚
山大学論集』第 12 号、1976 年 5 月）、「江青：上海から延安へ――江青評伝稿（三）」
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（『帝塚山大学論集』第 14 号、1977 年 4 月）に基づいた。また、ロクサーヌ・
ウィトケ著、中嶋嶺雄・宇佐美滋訳『江青』上下、パシフィカ 1977 年 8 月も参
考にした。 
13 注 12 前掲江青自伝。以下、江青の談話は全て本書に拠り拙訳を付す。 
14 楊起口述・陳遠筆録「楊振声：湮没無聞許多年」（陳遠著『在不美的年代裡―





第 14 巻・雑文、北岳文芸出版社 2002 年参照。 





17 沈従文「『幽僻的陳荘』題記」（『沈従文文集』第 11 巻・文論、生活・読書・新
知三聯書店香港分店、花城出版社 1985 年）。文中の聴講生のもう 1 人は、『幽僻
的陳荘』の作者であり、学生ストライキを発動したことで青島大学を除籍処分
となった王林（Wang Lin、1909-1984）である。 
18 「宝宝的爸爸」（『新社会』半月刊第 7 巻第 3 期、1934 年 8 月）、「王秘書的病」
（『新社会』半月刊第 7 巻第 4 期、1934 年 8 月）、「催命符」（『新社会』半月刊第
7 巻第 6 期、1934 年 9 月）など。これらの作品は「張淑貞」という筆名で発表
された。 
19 『人形の家』は上海業余劇人協会第 1 回公演、1935 年 6 月 27 日から上海の金
城大劇院にて 2 か月上演。演出は章泯。『大雷雨』は上海業余劇人協会第 3 回公
演、1936 年 11 月より上海卡爾登大戯院にて上演。演出は章泯。映画『王老五』
は 1938 年 4 月から上海の新光大戯院にて公開。脚本・監督は蔡楚生。 
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21 同注 14。 
22 同注 14 前掲文に拠る。 
23 「壽比梅花健 春從臘鼓來――梁實秋先生今度八秩華誕」（『中央日報』中華民




25 「山東大学水産系的創建」、山東大学新聞網 HP 中の「校史一頁」参照。
http://www.view.sdu.edu.cn/new/2013/0411/50195.html、2015 年 11 月 12 日閲覧。 
 
【附記】 
本稿は学術研究助成基金助成金の交付を受けた基盤研究（Ｃ）「文化都市・青
島における知識人ネットワークと都市表象の研究」（課題番号：15K02431、研究
代表者：富山大学・齊藤大紀）による研究成果の一部である。 
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